
■アルカンジェロ・コレッリ：合奏協奏曲 Op.6-8 ト短調「クリスマス協奏曲」 

<<奏者紹介>> 8回目にして初顔の5人での参加です。バロックにふさわしい、しっとりと落ち着いた、

でも内なるものは熱いものを持つ顔ぶれとなりました。 

上田毅（Vn1）、上田直子（Vn2）、淡路雅夫（Va）、大島悠児（Vc・賛助）、亀田孝雄（Hpsi・賛助） 

<<曲目紹介>> コレッリ(1653 - 1713)はかの有名なバッハやヴィヴァルディよりも先輩だったイタリ

ア出身の作曲家です。ヴァイオリンを習っている人ですと、「ラ・フォリア」という曲が曲則本に出てく

るので、コレッリという名前をご存知の方もいらっしゃるのではないでしょうか。いわゆる「バロック

音楽」の傑作を世の中に多く輩出した作曲家として知られています。 

今回取り上げた「合奏協奏曲」とは本来、独奏楽器群（コンチェルティーノ）とオーケストラの総奏（リ

ピエーノ）に分かれ、2つの群が交代しながら演奏する楽曲で10数名で演奏されることが多いのですが、

今回は一人二役で各パートが二つの顔を持って演奏をします。 

今回の合奏協奏曲第８番「クリスマス協奏曲」（正確には合奏協奏曲集作品６第８番）は、最終楽章の後

半部に、コレッリ自身が「キリスト降誕の夜のために」と併記した「パストラーレ」という緩やかな曲

をもっていることでこのように呼ばれています。曲の構成は次の通りです。 

第1楽章：Vivace - Grave 第2楽章：Allegro 第3楽章：Adagio – Allegro   

第4楽章：Vivace 第5楽章：Allegro  

第6楽章：Largo （この協奏曲が「クリスマス協奏曲」と呼ばれている所以の楽章。通常はクリスマ

スイヴにのみ演奏されるべきパストラーレ「田園風の曲」で締めくくっている） 

クリスマス前のここ大倉山記念館のバロックな建物、雰囲気の中で、ヴァイオリンの名手でもあった作

曲家、コレッリのこの曲への想い、宗教的な香りと気高さにつつまれた聖潔さを感じていただければ幸

いです。 

 

■バッハ ：主よ人の望みの喜びよ 他 

<<奏者紹介>> オーボエパート 4 人だけで演奏するのは初めての試みです。息の合った演奏になりますよ

うに。                      村井成、浅井志津江、水橋恵津子（Ob）、佐藤陽介（EH） 

<<曲目紹介>> 

ベートーヴェン：「奥さまお手をどうぞ」の主題による変奏曲 モーツァルトのオペラ、「ドン・ジョ

ヴァンニ」の二重唱「奥さまお手をどうぞ」を主題に、ベートーヴェンが 1795 年頃に作曲した 10 曲

からなる変奏曲で、オーボエ２本とイングリッシュホルンの三重奏です。優雅で美しい旋律と躍動感の

溢れる曲です。 

バッハ：主よ人の望みの喜びよ この曲は、1723 年に主の母マリア訪問の祝日のために作曲したと推

測される教会カンタータ「心と口と行いと生活で」(BWV147)の第６曲と第 10 曲に登場するコラール

です。誰もが１度は聴いたことのあるメロディで、キリストの生誕を祝うクリスマスにふさわしい曲で

す。 

 
■ワイセンボーン：ファゴット三重奏のための6つのトリオ より  

<<奏者紹介>> 港北区民響のFg奏者3人によるトリオです。なかなか聴くことのないFgアンサンブルの

響きをお楽しみ下さい                 諸星広治、上原布紗子、松本由佳子（Fg） 

<<曲目紹介>> ワイセンボーンはドイツのFg奏者＆先生＆作曲家。彼の記した教則本には大抵のFg奏者が

お世話になっています。6曲からなるこのトリオはFg奏者には有名、一般的には無名、ただ、Fg奏者に

よる曲だけあって、実にFgらしい曲といえましょう…Fgらしいって…？まずは聴いてみて下さい。今回

は3曲抜粋で演奏します。 

I. セレナーデ ドラマチックに始まり、最後は第九を彷彿とさせる旋律で終わります。  

III. ポルカ   軽やかな踊りの曲 

V. トルコ行進曲 軍楽隊が遠くからやってきて、また去っていく（よくある図式の?）曲 

 

■グルーバー：きよしこの夜 他 

<<奏者紹介>>                原田 博美、富山 辰夫、田村 邦夫、藤井 彩子（Vc） 

<<曲目紹介>> きよしこの夜など、おなじみのクリスマスソングのチェロ四重奏版を演奏いたします。

Matt Turnerという人による編曲ですが、普段私たちが聞いているクリスマスソングとは一味違うハー

モニーになっています。 

Silent Night 最初はおなじみのきよしこの夜で始まりますが、中間部は全く違うメロディが奏でられ大

きなアクセントとなっています。 

Jingle Bells 最初はおなじみのジングルベルで始まりますが、このメロディを使用した独特のアレンジ

が展開されます。 

Jolly Old St. Nick  軽快なテンポで始まり、終始明るく駆け抜けるような曲調です。 

 

■ヴィラ＝ロボス：Choros No.2 他 

<<奏者紹介>> 

山本くんは日本では少数派の、ドイツ式クラリネット奏者なのですが･･･今回はなぜかブラジルとロシア

の曲です。                  大槻郷子（Fl）、山本彬（Cl・賛助）、渡部智子（Pf） 

<<曲目紹介>> 

ヴィラ＝ロボス：「Choros No.2」 

ヴィラ＝ロボスはブラジル出身。独学で作曲を勉強し、クラシックの技法にブラジル独自の音楽を取り

込んだ作風で知られています。ショーロスNo.2はパリ留学の前に作曲された、ブラジル風のセレナード

とも言うべき音楽です。荒々しい音型を大胆に使ったエネルギッシュな前奏からはじまり、タンゴ風の

舞曲のあと、クラリネットの諧謔的なリズムに乗ってフルートがボサノバ調のダンスミュージックを奏

し、攻守入れ替わった後に激しい展開を見せ、唐突に静かな終止を迎えます。 

ショスタコーヴィチ：「４つのワルツ」より第３曲「マキシムの帰還Op.45」 

ショスタコーヴィチはソビエト連邦の作曲家。本日演奏するワルツは映画『マクシムの帰還』作品45で

使われた音楽で、ショスタコの名前から通常想起される前衛的で壮大な交響曲とは異なり、素直で可愛

らしい小品です。 

 

 

 

 

 

 ＜楽器略称ご紹介＞ 

Vn:バイオリン、Va：ビオラ、Vc：チェロ、Cb：コントラバス、Pf：ピアノ、Hpsi：チェンバロ 

Fl：フルート、Ob：オーボエ、EH：イングリッシュホルン、Cl：クラリネット、BCl：バスクラリネット 

Fg：ファゴット、Hr：ホルン、Tp：トランペット、Trb：トロンボーン 



■エルガー：デュエット 他 

<<奏者紹介>> 

道順憲一（Cb） クラシックギターから始まり、高校時代に低い音域のコントラバスの魅力に憧れjazz

系で演奏しておりました。今はオーケストラで楽しんでおります。     

市川英史（Tb） まともにjazzなどやったことがないのですが、下手の横好きで参加させて貰いました。 

<<曲目紹介>>       

エドワード・エルガー：デュエット イングランドの作曲家で「威風堂々」で知られています。この曲

は知人の結婚式の余興に作られたそうで、新郎がコントラバス、エルガーがトロンボーンを演奏したそ

うです。 

コールポーター：ユード・ビー・ソー・ナイス・トゥ・カム・ホーム・トゥ～ ホワイトクリスマスバージョン 

映画 "Something to shout about" の挿入歌であり、「あなたが待っている家に帰って来られたらすば

らしいだろう」と言う意味で、クリスマス夜に、切ない歌が合うかと選曲。  

歌手ヘレンメリルの歌で有名ですが、何処か青江三奈の声に似ていてYokohamaとラップします 

静かなスイング演奏してみたいと思いますが、クリスマスのイメージでアドリブ演奏を試みます。 

 

■モーツァルト：弦楽四重奏曲 第3番 ト長調 

《奏者紹介》            安斉佳秀（Vn1）、笹原伸雄（Vn2）、野内勝（Va）、富山辰夫（Vc） 

《曲目紹介》 1772年10月、モーツァルト父子はヴォルフガング(16歳)のオペラ上演のため、ミラノ

へ楽旅に出ることになりました。父レオポルトは滞在先で、「退屈しのぎ？」に弦楽四重奏曲を書くこと

を彼に命じ、6曲の四重奏曲ができました。 

“ミラノ四重奏曲”と呼ばれ、本日の演奏は、その2曲目です。 第1楽章は軽快なプレスト。 

第2楽章の深遠なアダージョはこのセット随一の内容です。第3楽章はメヌエット。終楽章にメヌエット

を置くのは、当時ミラノで流行りの形式でした。 

 

■パウル・ヒンデミット：管楽七重奏曲 

<<奏者紹介>> 「とんがり木管五重奏団」に、トランペットとバスクラの名手を迎え、難曲に挑戦します！                       

       大槻郷子（Fl）、水橋恵津子（Ob）、大貫京子（Cl）、松本由佳子（Fg）、千田理路（Hr）、 

前澤磨澄（BCl・賛助）、安藤宣明（Trp・賛助） 

<<曲目紹介>> ヒンデミットは1895年ドイツ生まれの作曲家です。ストラヴィンスキー、バルトーク及

びシェーンベルクと共に、今世紀の音楽に大きな影響を与えたと言われています。鉄道オタクだったよ

うですが、この曲には特にその影響はみられません。 

ロマン派的な音楽の語法ではなく、独自のポリフォニー様式を構築しているため、とっつきにくいかも

しれませんが、例えば一つの楽器（トランペットなど）に注目して聴いていくと、実に豊かで美しい旋

律が使われています。楽器編成が特殊であることから演奏機会のほとんどない珍曲、どうぞお楽しみく

ださい。 

I.  Lebhaft 

II.  Intermezzo: Sehr langsam 

III.  Variationen: Massig schnell 

IV. Intermezzo: Sehr langsam 

V. Fuge: Alter Berner Marsch 
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2014年 12 月 21日（日） 

大倉山記念館 

主催／港北区民交響楽団、横浜市大倉山記念館 

次回演奏会のご案内 

港北区民交響楽団 第 55回定期演奏会 

2015年 1月 31日（土） みなとみらいホール（大ホール） 

小澤和也指揮 チャイコフスキー/交響曲第 3番「ポーランド」他 

 

http://a-babe.plala.jp/~acpo/newacpo/person/tomihira1.html

